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(1)次の①～④の計算をしなさい.
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(2)1次方荏式 51-2-2(4χ -7)を 解きなさい.
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(2)-2、 -1、 1、 2、 3の数字が一つずつ書かれた 5枚のカー ドがある。その中から 1枚の

カー ドをひき、もとに戻し、再び 1枚のカー ドをひく。1 1il日 にひいたカー ドに書刀ヽれた数をα、

2回 日にひいたカー ドに書かれた数を 0と する。

このとき、α+わ ≦ 0と なる確率を求めなさい。

ただし、どのカー ドがひかれることも同様 |こ確からしいとする。
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(1)夕 I■χに反比例し、■=-3の とき、ター8である。χ-6の ときの夕の値を求めなさい。



(3)あ る文房具店では、ノー トの 5冊 セットと7冊セットを売っている。これらのセットを合

わせて 14セ ット買つて、ノー トの冊数の合計が 80冊になるようにしたい。このとき、5冊セッ

トと7冊 セットはそれぞれ何セットずつ買えばよいか、求めなさい。

141

つ

下の図で、点 Aは 関数 y==‐ /+4と 関数 夕=2χ -8の グラフの交点である。 また、
`,

点 Bは関数っ =t―″+4と 夕軸、点 Cは関数 ッ=2/-8と χ軸 との交点であ り、点 Pは χ軸

巨のァく0の範囲にある点である。△PACの面積と△BACの面積が等しくなるとき、点P

の座標を求めなさい。
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3 AB=ACで ある■等辺_角形 ABCの 辺BC上に点 Pを とる.辺 ACの 中点をQと し、

線分 PQを Qの 方向に延長した直線と、点Aを通り辺BCに平行な直線との交点をRと する。

人郎さんと花子さんは、点 Pの位置を動つヽしながら図形の性質や関係について調べている。

このとき.次の(1)～ (3)の問いに答ぇなさい。

A
Iく

図 1

(1)卜 の図 1において、太郎さんは、△AQR三 △CQPで あることに気づき、下のように証

明した。

に当てはまる証明を書きなさい.
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CPB
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(証明)△ AQRと △ CQPに おいて、



(2)下の図2のように、BP:PC=213と なるように点Pを とる。このとき、四角形ABPQ

の面積は、△ABCの面積の何倍か求めなさい。
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図 2

(3)花子さんが下の図3の ように点Pを とり、点Aと 点Pを結んだところ.AP=AR、
∠ PAR-110° とな っ た。 この とき、 ∠ BAPの 大 き さを求 め な さい。

R

Q

B P

図 3
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`4 
花子さんは、家から 1500m離れた駅´ヽ歩いて向かった。途中で友達に出会い、立ち |「 まって

話をした後、分速 80 nlで駅まで歩いた。兄は、花子さんが家を出発してから3分後に駅を出発

し、家に向かって分速 75mで歩いていたところ、途中で友達と話をしている花子さんに出会っ

た。また、下の図は、花子さんが家を出発してからχ分後に、花 rさ んと兄がそれぞれ家から夕nl

の地点にいるとして、χと夕の関係をグラフに表したものである。ただし、花子さんと兄は同じ

道を歩き、友だちに出会 う前と後の花子さんと兄は、それぞれ一定の速さで進むものとする。
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(2)花 了さんが途中で友達と出会わずに、家を出発したときの速きで駅まで歩いたとすると、

花子さんと兄が出会うのは、花子さんが家を出発してから何分何秒後か求めなさい。

このとき、次のm、 (2)の 問いに答ぇなさい。

(1)① 花子さんが友達と出会うまでの歩く速さは、分速何inか求めなさい。

|12 兄が家に着いたとき、花子さんは家から何mの地点にいるか求めなさい_
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51 サッカー部の 1年生の部員 9人 と2年生の部員 11人の合計 20人が、練習でンュー トを 10本

ずつ蹴って成功した本数をそオしぞれ記録した.下の図 1、 図2は、それらの記録を字年別にま

とめたものである。

このとき、次の(1)、 (2)の問いに答ぇなさい。

1年生の記録 2年生の記録
(人 ) (人 )

(1)
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図 1
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図 2

(1)11 1年 生の部員と2年生の部員のシュー トが成功した本数の中央値は同じで、 本

である。

このとき、_Lの ア に当てはまる数を求めなさい.

② 2年生の部員 11人のシュー トが成功した本数の平均値を、小数第 2位を四捨五入して

求めなさい。

― S―

「

~~

L

一　

　

　

　

　

一

Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

一　

　

　

　

　

　

一

１

１
１
１
■



(2)1年生と2年生を合ゎせた部員 20人について、シュー トが成功した本数のデータを箱ひげ図

に表した。その箱ひげ図として正しいものを、次のア～工の中から―一つ選んで、その記号を

書きなさい。
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6 右の図 1の ような、底面の半径が 3cm、 母線の長さが 9cm、

高さが 6、層 clぅ の円すい形の容器がある。

このとき、次の(1)、 (2)の 問いに答ぇなさい。

ただし、円周率は冗とする。

3 cnl

(1)こ の容器の側面の展開図をかいたときにできるおうぎ形の

中心角の大きさを求めなさい。

図 1

図 2

(2)右の図 2のように、ある球をこの容器の側面に接するまで入

れたところ、球の中心0と 円すいの底面の中心が一致した。球

の中心0か ら円すいの側而との接点に垂線OHをひき、円すい

の底而の半径をOP、 高さをOQと した。

P

H

① 太郎さんは、線分OHの長さを求めるのに、次のように考

ぇた。

OH=/cmと すると、△OPQの 面積は ア cnl':I*

せる。ここで、OPを底辺、OQを高さとすると、△OPQの

cn.2と 求められるので、 ア

Q

面積は

という方程式をつくることができる。これを解いて、γ=

となる。

このとき、_Lの

それぞれ書きなさい。

には当てはまる式を、ア イ には当てはまる数を
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② 球の体積を求めなさい。
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